
中ち
ゅ
う

央お
う

区く

の
な
り
た
ち

昭し
ょ
う

和わ

●さまざまなもよおし
晴
はる

海
み

は、1955（昭
しょう

和
わ

30）年
ねん

５月
がつ

５
いつ

日
か

に開
ひら

かれた第
だい

１回
かい

東
とう

京
きょう

国
こく

際
さい

見
み

本
ほん

市
いち

の会
かい

場
じょう

となった。この見
み

本
ほん

市
いち

は
大
たい

変
へん

な評
ひょう

判
ばん

で、その後
ご

も続
つづ

けられ
るようになった。第

だい

１回
かい

の晴
はる

海
み

会
かい

場
じょう

は仮
かり

の施
し

設
せつ

だったが、その後
ご

東
とう

京
きょう

国
こく

際
さい

貿
ぼう

易
えき

センターがつくられ、
第
だい

３回
かい

の見
み

本
ほん

市
いち

から
ここが会

かい

場
じょう

となった。
貿
ぼう

易
えき

センターは、1996
（平

へい

成
せい

８）年
ねん

に閉
へい

鎖
さ

さ
れるまで、モーター
ショーやコミックマ
ーケット、最

さい

新
しん

の科
か

学
がく

技
ぎ

術
じゅつ

製
せい

品
ひん

などさま
ざまな見

み

本
ほん

市
いち

やイベ
ントが行

おこな

われた。

●人
じん

口
こう

の増
ぞう

加
か

晴
はる

海
み

ふ頭
とう

が完
かん

成
せい

してから、晴
はる

海
み

は人
じん

口
こう

がどっと増
ふ

えた。
晴
はる

海
み

には、公
こう

団
だん

住
じゅう

宅
たく

をはじめ、住
じゅう

居
きょ

が建
た

てられた。ふ
頭
とう

や倉
そう

庫
こ

など、この地
ち

で働
はたら

く人
ひと

々
びと

だけでなく、ほかの
職
しょく

業
ぎょう

の人
ひと

も多
おお

く移
うつ

り住
す

むようになった。まだアパート
や団

だん

地
ち

が目
め

新
あたら

しかったので、注
ちゅう

目
もく

をあびていた。それ
以
い

降
こう

は、高
こう

層
そう

マンションの建
けん

設
せつ

が多
おお

くなり、2001（平
へい

成
せい

13）年
ねん

４月
がつ

に晴
はる

海
み

アイランドトリトンスクエア、そ
の５年

ねん

後
ご

には晴
はる

海
み

ふ頭
とう

と江
こう

東
とう

区
く

豊
とよ

洲
す

を結
むす

ぶ晴
はる

海
み

大
おお

橋
はし

が
でき、ますます発

はっ

展
てん

をとげている。

●地
ち

下
か

鉄
てつ

の開
かい

通
つう

1954年
ねん

（昭
しょう

和
わ

29）年
ねん

、
丸
まる

ノ内
うち

線
せん

の池
いけ

袋
ぶくろ

-御
お

茶
ちゃ

ノ水
みず

間
かん

が開
かい

業
ぎょう

した。
その後

ご

、地
ち

下
か

鉄
てつ

各
かく

線
せん

が
あいついで開

かい

通
つう

した。●ビル、デパート
　建

けん

設
せつ

ラッシュ
中
ちゅう

央
おう

区
く

ではデパートやオフ
ィスビルなど、ビル建

けん

設
せつ

ラ
ッシュにわいた。

晴
はる

海
み

ふ頭
とう

の完
かん

成
せい

と発
はっ

展
てん

晴
はる

海
み

ふ頭
とう

は、1955（昭
しょう

和
わ

30）年
ねん

３月
がつ

17日
にち

に完
かん

成
せい

した。かつて
ここは、月

つき

島
しま

と同
どう

様
よう

に海
うみ

だった場
ば

所
しょ

だ。完
かん

成
せい

から２か月
げつ

後
ご

の５
月
がつ

には第
だい

１回
かい

日
に

本
ほん

国
こく

際
さい

見
み

本
ほん

市
いち

が開
かい

催
さい

されている。日
に

本
ほん

経
けい

済
ざい

が 
成
せい

長
ちょう

し、中
ちゅう

央
おう

区
く

も発
はっ

展
てん

していった。

＜のびゆく街
まち

へ＞

高
こう

度
ど

成
せい

長
ちょう

期
き

の中
ちゅう

央
おう

区
く

昭
しょう

和
わ

30年
ねん

代
だい

に入
はい

ると、戦
せん

後
ご

の復
ふっ

興
こう

の時
じ

代
だい

が過
す

ぎて、ちょうど高
こう

度
ど

経
けい

済
ざい

成
せい

長
ちょう

期
き

に入
はい

った。日
に

本
ほん

中
じゅう

でどんどん景
けい

気
き

がよくなっ
ていった。

５階
かい

建
だ

て14棟
とう

、10階
かい

建
だ

て１棟
とう

が最
さい

初
しょ

にできた公
こう

団
だん

住
じゅう

宅
たく

団
だん

地
ち

で、
「海

うみ

の見
み

えるアパート」「銀
ぎん

座
ざ

に
近
ちか

く、港
みなと

が見
み

える」がキャッチ
フレーズだった。すぐ奥

おく

に東
とう

京
きょう

貿
ぼう

易
えき

センターが見
み

える。

西
にし

銀
ぎん

座
ざ

デパートと地
ち

下
か

で
直
ちょっ

結
けつ

した丸
まる

ノ内
うち

線
せん

銀
ぎん

座
ざ

駅
えき

。
地
ち

下
か

街
がい

もこのころにでき
はじめた。

東
とう

京
きょう

―西
にし

銀
ぎん

座
ざ

（現
げん

・銀
ぎん

座
ざ

駅
えき

）
間
かん

開
かい

通
つう

式
しき

のようす（1957
年
ねん

）。

スケートリンクにもなった。

外
がい

国
こく

の車
くるま

がたくさん出
しゅっ

品
ぴん

された。

10階
かい

建
だ

ての高
こう

層
そう

アパート

1962（昭
しょう

和
わ

37）年
ねん

ごろのモーターショーのようす。

1962（昭
しょう

和
わ

37）年
ねん

ごろの晴
はる

海
み

のようす。

荷
に

物
もつ

が荷
に

あげされ、活
かっ

気
き

あふれる晴
はる

海
み

ふ頭
とう

。
1957（昭

しょう

和
わ

32）年
ねん

11月
がつ

、たくさんの人
ひと

に見
み

送
おく

られ出
しゅっ

港
こう

する「宗
そう

谷
や

」。
現
げん

在
ざい

の観
かん

測
そく

船
せん

「しらせ」も晴
はる

海
み

ふ頭
とう

で出
しゅつ

帰
き

港
こう

している。

きれいなビルが
建
た

ち並
なら

ぶ銀
ぎん

座
ざ

通
どお

り。

ひときわ高
たか

い建
たて

物
もの

は、 三
みつ

越
こし

のと
んがり屋

や

根
ね

。 兜
かぶと

町
ちょう

にもオフィスビルがずらり。

東
とう

京
きょう

国
こく

際
さい

見
み

本
ほん

市
いち

会
かい

場
じょう

晴
はる

海
み

団
だん

地
ち

・アパート

もはや戦
せん

後
ご

ではない！

1956（昭
しょう

和
わ

31）年
ねん

に発
はっ

表
ぴょう

された『経
けい

済
ざい

白
はく

書
しょ

』（当
とう

時
じ

の経
けい

済
ざい

企
き

画
かく

庁
ちょう

発
はっ

行
こう

）には、経
けい

済
ざい

の成
せい

長
ちょう

が実
じつ

現
げん

され、「もはや戦
せん

後
ご

ではない」
という一

いち

文
ぶん

が書
か

かれた。この言
こと

葉
ば

が表
あらわ

すように、日
に

本
ほん

経
けい

済
ざい

は急
きゅう

激
げき

な発
はっ

展
てん

をとげた。政
せい

治
じ

の世
せ

界
かい

でも重
じゅう

要
よう

な時
じ

期
き

だった。
戦
せん

後
ご

、多
おお

くの政
せい

党
とう

ができたが、1955（昭
しょう

和
わ

30）年
ねん

、自
じ

由
ゆう

民
みん

主
しゅ

党
とう

（自
じ

民
みん

党
とう

）と日
に

本
ほん

社
しゃ

会
かい

党
とう

（社
しゃ

会
かい

党
とう

）の２つの大
おお

きな政
せい

党
とう

が
誕
たん

生
じょう

した。この２つの政
せい

党
とう

が対
たい

立
りつ

する時
じ

代
だい

が長
なが

く続
つづ

いたため、
のちに「55年

ねん

体
たい

制
せい

」とよばれるようになった。

西
にし

銀
ぎん

座
ざ

デパート 銀
ぎん

座
ざ

駅
えき

入
い

り口
ぐち

かっこいい～！

大
おお

きな船
ふね

だね。

Ｖ
ブイ

Ｓ
エス日

に

本
ほん

社
しゃ

会
かい

党
とう

浅
あさ

沼
ぬま

稲
いな

次
じ

郎
ろう

委
い

員
いん

長
ちょう

自
じ

由
ゆう

民
みん

主
しゅ

党
とう

鳩
はと

山
やま

一
いち

郎
ろう

総
そう

裁
さい

 見
み

本
ほん

市
いち

とは、新
しん

商
しょう

品
ひん

や特
とく

産
さん

品
ひん

を展
てん

示
じ

して商
しょう

談
だん

をする場
ば

所
しょ

。国
こく

際
さい

的
てき

なアピールをしたり、国
くに

同
どう

士
し

の交
こう

流
りゅう

もできる。

●海
うみ

の玄
げん

関
かん

晴
はる

海
み

ふ頭
とう

は、貿
ぼう

易
えき

港
こう

として、海
かい

外
がい

の貨
か

物
もつ

船
せん

も出
で

入
い

り
するようになった。貨

か

物
もつ

だけでなく、戦
せん

後
ご

初
はつ

の南
なん

極
きょく

観
かん

測
そく

船
せん

「宗
そう

谷
や

」もここから南
なん

極
きょく

を目
め

指
ざ

した。その後
ご

も
ふ頭

とう

の開
かい

発
はつ

は進
すす

み、1991（平
へい

成
せい

３）年
ねん

３月
がつ

に晴
はる

海
み

客
きゃく

船
せん

ターミナルが完
かん

成
せい

し、船
ふね

での国
こく

内
ない

外
がい

旅
りょ

行
こう

の玄
げん

関
かん

口
ぐち

となった。現
げん

在
ざい

は客
きゃく

船
せん

のみのターミナルとなっている。
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